
 

平成 22 年 3 月 23 日 

各      位 

会 社 名  セブンシーズホールディングス株式会社 

代表者名  代表取締役社長  藤堂 裕隆 

（コード番号 3750    東証第二部） 

問合せ先  経営企画部長  関 裕司 

（TEL．03－5225－3612） 

 

特定子会社の異動（株式譲渡）及び特別利益の発生に関するお知らせ 

 

当社は、平成 22 年 3 月 23 日開催の取締役会において、特定子会社でありますインフォレスト株式

会社の株式を譲渡することについて決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

これに伴い、平成 22 年 3 月期第 4 四半期において連結、単体ともに特別利益を計上する予定であり

ますので、併せてお知らせいたします。 

 

 

１．株式譲渡の理由 

インフォレスト株式会社は、当社グループではメディア事業として事業展開してきましたが、グ

ループ経営の効率化及び財務基盤の強化を図るため、当社が保有する当該子会社の全株式をカラー

ズインターナショナル株式会社に譲渡することといたしました。 

 

 

２．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 インフォレスト株式会社 

（２） 所 在 地 東京都新宿区神楽坂六丁目 59 番 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 藤堂 裕隆 

（４） 事 業 内 容 出版事業および物販事業 

（５） 資 本 金 10 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成 14 年 6 月 26 日 

（７） 大株主及び持株比率 セブンシーズホールディングス株式会社 100% 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 連結子会社 

人 的 関 係 役員 2 名の派遣 

取 引 関 係 経営指導・管理業務 

（９） 当該会社の最近 3 年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成 19 年 3 月期 平成 20 年 3 月期 平成 21 年 3 月期 

 純 資 産 1,075 百万円 1,493 百万円 1,316 百万円 

 総 資 産 5,273 百万円 5,812 百万円 6.297 百万円 

 売 上 高 5,132 百万円 5,945 百万円 7,496 百万円 

 営 業 利 益 229 百万円 418 百万円 241 百万円 

 経 常 利 益 265 百万円 479 百万円 300 百万円 

 当 期 純 利 益 92 百万円 417 百万円 425 百万円 

 

 

 

 

 

 



 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 名 称 カラーズインターナショナル株式会社 

（２） 所 在 地 東京都渋谷区神宮前二丁目 9 番 11 号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 泉 智 

（４） 事 業 内 容 衣料・雑貨流通販売、音楽映像著作製作・販売、広告代理店業 

（５） 資 本 金 3,850 千円 

（６） 設 立 年 月 日 平成 17 年 1 月 25 日 

（７） 純 資 産 10 百万円 

（８） 総 資 産 120 百万円 

（９） 大株主及び持株比率 M&A ファイナンシャル・パートナーズ株式会社 100% 

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

200 株 

（議決権の数：200 個） 

（所有割合 ：100.0％） 

（２） 譲 渡 株 式 数 

200 株 

（議決権の数：200 個） 

（取得価額 ：2,500 百万円） 

（３） 異動後の所有株式数 

0 株 

（議決権の数：0 個） 

（所有割合 ：0.0％） 

 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 平成 22 年 3 月 23 日 

（２） 株 式 譲 渡 期 日 平成 22 年 3 月 23 日 

 

 

６．今後の見通し 

当該譲渡に伴い、平成 22 年 3 月期連結決算にて、関係会社株式売却益として、現段階において特

別利益 1,145 百万円程度を計上する見込みです。また、同個別決算においても、関係会社株式売却益

として特別利益 1,580 百万円を計上する見込みです。 

なお、当該譲渡による影響を反映し、平成 22年 3 月期の業績予想数値の見直しを行っております。

詳細は本日付開示資料「業績予想修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

７．今後の展開 

  既存出版物の事業展開、市場調査機能を活かした法人向けの販促出版物ツール開発事業に加え、IT

セグメントに属するモバイル端末決済事業、データセンター事業といったインフラ事業を主軸とし

た企業グループを形成し、さらなる企業価値向上を目指してまいります。 

 

以 上 


